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概 要１

社会課題への対応２

波及効果３

卵殻の廃棄では、年間約15億円のコストがかかっています。創業から20年、アップサイクルした
卵殻の量は 6,000トンまで増えましたが、再資源化されていな
い卵殻はまだまだたくさんあります。これからも、「捨てると
ころのない素材が捨てられ続けているという実態」を根本から
覆し、「卵殻は再利用して当たり前」の世界の実現に取り組ん
でいきます。

この事業は、SDGsにおける取組「目標12【持続可能な消費と生産】（つくる責任つかう責任）」
及び二酸化炭素排出抑制に資する事業として貢献していきます。
卵は、世界的にも消費量が多い材料です。国内ばかりでなく、

国外にも多くのチャンスが眠っています。卵殻のアップサイク
ルを世界的に拡げていき、「昔からある新素材 未来のために
使いきる」を目指します。

「たまごの殻」を新素材とする「エコシステム」の開発と
「たまごの殻」を使ったアップサイクル商品の展開により、
『「たまごの殻」を捨てない！』ミッションに挑む！

お菓子メーカーで大量に廃棄されている卵の殻を目にしたことが、
この事業のスタートでした。「廃棄される卵の殻を買い取って商品
を作ることができれば、少しでも社会の役に立つかな」との想いを
持ちながら・・・。

リサイクル事業では、必ず問題となる「原料調達のコスト高」、
「リサイクル製品の価格高」をクリアすることが、この事業を継続
していくための「高いハードル」でした。この「高いハードル」を、
・ 独自に開発した乾燥粉砕機を食品工場に直接設置し、「卵殻

の排出」から「再資源化」を生産ラインの一環で完了するビ
ジネスモデルを構築し、コスト高を抑制する！
※ 排出側の廃棄コストも弊社の原料調達コストも削減し、Win-Win！

・ 再資源化された卵殻を使ったアップサイクル製品を自社商品として市場展開する！
※ 原料調達コストの削減により、リサイクル製品の価格を既存製品と同レベルに抑制！
※ グリーン購入法適合品などの価値を付与し、学校用品やスポーツ用品などとして、独

自ブランドで商品展開！
することで克服し、事業展開を進めています。
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